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項目 9月末までの対応 10.1以降の対応

相談窓口
「新型コロナウイルス感染症専用ダイヤル」に
て発熱時の受診相談など、県民の相談に対応

継続

外来
発熱等の症状がある患者を診療する「外来対応
医療機関」の拡大を推進

継続

入院調整
「入院調整サポートシステム」による入院調整
を運用

終了
（医療機関間による平時の入院調整

に完全移⾏）

宿泊療養施設
高齢者の療養を支援する「高齢者コロナ短期入
所施設」を運用

終了
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R5.10.1以降の主な新型コロナウイルス感染症対応について



R5.10.1以降の新型コロナウイルス感染症患者の診療について

項目 10.1以降の対応 備考

報
告

G-MISによる日次報告 継続
患者数、検査数等の日次報告は、引き続きお願い
します。
※新規外来対応医療機関は県の指定後、国からIDが発行されます。
すでに交付されている場合は現在のIDを引続き利用ください。

行
政

外来対応医療機関の
指定

継続 指定の有無により、診療報酬に差が発生します。
外来対応医療機関の公表は継続します。

外来対応医療機関の指定を受ける主な要件

①検査体制の確保（対面診療の場合、コロナ検査可能であることは前提）
②受入患者を限定しない
③公表 等
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R5.10.1以降の新型コロナウイルス感染症患者の診療について

項目
10.1以降の取扱い

外来対応医療機関 往診の場合 その他

コロナ治療薬
一部公費

（公費負担者番号：28140804）
（受給者番号：9999996）

一部公費
（公費負担者番号：28140804）
（受給者番号：9999996）

一部公費
（公費負担者番号：28140804）
（受給者番号：9999996）

コロナ検査費用
（PCR,抗原等）

公費請求不可（保険診療） 公費請求不可（保険診療） 公費請求不可（保険診療）

陽性者の診療費用 公費請求不可（保険診療） 公費請求不可（保険診療） 公費請求不可（保険診療）

院内トリアージ実施料
COVID-19患者またはその疑い患者に対し、

必要な感染予防策を講じた上で診療
147点 50点

（緊急往診の場合は300点）
50点

療養指導に係る特例
家庭内の感染防止や重症化した場合の対応

等の療養上の指導を対面で実施

終了 - 終了

救急医療管理加算１
緊急で往診を実施した場合、COVID-19に関
連した継続的な診療の必要性を認め訪問診

療した場合

-
950点

（介護保険施設等への
緊急往診の場合）

-

入院調整に係る特例
コロナ患者の入院調整を行った場合

100点/回 100点/回 100点/回

（注意）請求に係る要件や併算定の有無等詳細については、厚労省事務連絡等をご参照いただくか厚生局に御確認をお願いします。 3

※「外来・入院公費の取扱いについて」も御参照ください

※ ※ ※



R5.10.1以降の患者負担の有無

項目 5.8～9.30 10.1～

検査 自己負担あり
（保険診療）

自己負担あり
（保険診療）

診療 自己負担あり
（保険診療）

自己負担あり
（保険診療）

コロナ抗ウイルス薬 無料
（公費負担）

自己負担あり
（保険診療・一部公費負担）

解熱剤・鎮咳薬 自己負担あり
（保険診療）

自己負担あり
（保険診療）

（入院）治療費
自己負担あり

（保険診療・最大２万円減額）
※高額療養費支給対象

自己負担あり
（保険診療・最大１万円減額）

※高額療養費支給対象

（入院）入院食事料 自己負担あり
（保険診療）

自己負担あり
（保険診療）
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【参考】軽症・中等症Ⅰの治療薬一覧
流通 投与適応 投与期限 対象者 同意書 妊婦 投与方法

レムデシビル 一般 年齢制限無
リスク因子有

発症後速や
かに

有症状 不要 〇
点滴

(3日～5日)

ラゲブリオ 一般
• 61歳以上
• 18～60歳の
リスク因子有

発症から
5日以内

有症状 不要 ×
経口(CP)

1日2回×5日間

パキロビッド 一般
• 60歳以上
• 12～59歳の
リスク因子有

発症から
5日以内

有症状
禁忌薬多数

不要 〇
経口(T)

1日2回×5日間

ゾコーバ 一般 • 12歳以上
発症から72
時間以内

有症状
禁忌薬多数

要 × 経口(T)
1日1回×5日間

ゼビュディ
厚労
管理

• 55歳以上
• 12～54歳の
リスク因子有

発症から
7日以内

有症状 不要 〇
点滴（1日）
24hフォロー

ロナプリーブ
厚労
管理

• 50歳以上
• 12～49歳の
リスク因子有

発症から
7日以内

有症状
無症状
濃厚接触

不要 〇
点滴（1日）
24hフォロー

エバシェルド
厚労
管理

• 12歳以上かつ
体重40Kg以上

暴露前
(発症抑制)

ワクチン接種で
免疫応答が得ら
れない者

不要 〇 筋注（1回）

抗
ウ
イ
ル
ス
薬

中
和
抗
体
薬

※参考「新型コロナウイルス感染症COVID-19 診療の手引き 第10.0版」

投与の際は必ず最新の薬剤添付文書を御確認ください。
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【参考】 抗ウイルス薬の入手方法・同意書の取得など

名称
（製品ページ）

入手方法 薬剤の詳細な情報
同意書の
要否

チェックリスト
(医師が問診時に使用)

ラゲブリオ
(https://www.msdconnect.jp/products
/lagevrio/)

一般流通品のため、
他の薬剤と同様の
取扱いとなります
（入手はメーカーや
医薬品卸等に確認

ください）

※国や都道府県等
への事前登録や使
用報告は不要

一般流通品のため、他
の薬剤と同様の取扱いと
なります（薬剤に関する
情報はメーカーのMR等

や医薬品卸等に確認くだ
さい）

不要
有

・服用する際の事前チェックリスト
(https://www.msdconnect.jp/wp-

content/uploads/sites/5/2022/01/lagevrio_pregnant.pdf)

パキロビッドパック
(https://www.covid19oralrx-hcp.jp/)

不要
有

・投与前チェックリスト
(https://www.mhlw.go.jp/content/000903772.pdf)

ゾコーバ
(https://www.shionogi.co.jp/med/products/
drug_sa/xocova.html)

必要

有
・服用する際の事前チェックリスト

(https://www.shionogi.co.jp/med/products/drug_sa/xocova-
att/XCV-C-0003.pdf)

・併用禁忌薬・併用注意薬一覧表
(https://www.shionogi.co.jp/med/products/drug_sa/xocova-

att/XCV-C-0006.pdf)

※2023年9月20日時点の公表情報等から作成しています。必要な書類等は処方する医師や薬剤師の責任でメーカー等にご確認ください。

※一般流通前の国購入品薬剤については、引き続き国からの指示に従ってください。
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【参考】 新型コロナウイルス感染症罹患後の診療報酬上の臨時的な取扱いについて
（R5.5.8～R6.3.31までの取扱い）
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新型コロナ患者と診断された後、
3ヶ月以上経過、かつ罹患後症状が2ヶ月以上持続

＜算定の要件＞
・ 3か月に1回に限り算定
・ 都道府県が公表している医療機関リストに掲載

（※医療機関には受診せず、検査キットにより患者自ら実施した結果で陽性判明していた場合）
医師が感染した時期を確認した場合は算定可能。ただし、診療報酬明細書の摘要欄に当該患者の感染した時期及び
その確認方法を記載すること

特定疾患療養管理料
（147点）を算定可能

対象患者

・ 今後の診療方針を判断
・ 必要に応じて精密検査や専門医へ紹介を行った場合

診療（オンライン診療除く）（「罹患後症状のマネジメント（第2版）」を参照）

※

令和５年４月28日厚生労働省保険局医療課事務連絡

『「新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけの変更に伴う新型コロナウイルス感染症に
係る診療報酬上の臨時的な取扱いについて」にかかる疑義解釈資料の送付について（その２）』



【参考】 神奈川県における罹患後症状対応の取り組みイメージ図
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県ホームページ
等で確認

罹患後対応

一次受け医療機関

罹患後症状に外来対応
する医療機関

罹患後症状
疑い患者

かかりつけ
医療機関等

罹患後対応

二次受け医療機関

• 北里大学病院

• 聖マリアンナ医科大学病院

• 東海大学病院

• 横浜市立大学病院

対応できなかった場合等

大学病院での診断・治療が
終了した場合 など

ここの医療機関を登録フォームで登録いただき、公開可と回答いただいた医療機関を県ホームページで公開しています。
対応医療機関は、登録フォームにてご登録をお願いします。（算定には公表可であることが必要です）
登録フォームは、神奈川県HP「罹患後症状・神奈川県内での対応医療機関について」に掲載しています。（下記URL）

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/ga4/after-effect.html

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/ga4/after-effect.html


【参考】 療養期間の目安

療養期間（外出を控えることを推奨）陽性者

症状軽快後
24時間経過

５日目

以降

０日目

発症日（検査日）

10日目

※個人や事業者の判断に資することが原則

自身の体調に注意同居家族等

５日目 ７日目
０日目

陽性者の発症日（検査日）

• マスク着用を推奨

• 高齢者等ハイリスク者との
接触は控えることを推奨

留意点

発症する可能性のある期間

• 症状が無いことを確認

• マスク着用を徹底

療養期間中の外出における留意点
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【参考】 感染対策について
神奈川県新型コロナ感染対策指針より抜粋

https://www.pref.kanagawa.jp/documents/89572/20220708_guidelines.pdf
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新型コロナの類型変更に伴う手引き（医療機関用）V0.6.pptx


【参考】 医療機関受診用のポスター（医療機関掲示用）

神奈川県、神奈川県医師会、神奈川県病院協会では、
「医療機関へ来院時のお願い」のポスターを作成しております。

神奈川県のホームページからダウンロードが可能ですので、ぜひご
活用ください。

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/ga4/covid19/mask/poster.html
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手引き（医療機関用）.pptx


【参考】 新型コロナウイルス感染症専用ダイヤル

運営時間 電話番号

横浜市
8:00～20:00
(年中無休)

0120-547-059

川崎市
8:00～20:00
(年中無休)

044-200-0730

相模原市
8:00～20:00
(年中無休)

042-769-9237

横須賀市
8:00～22:00
(年中無休)

046-822-4308

藤沢市
8:00～22:00
(年中無休)

0466-50-8200

茅ヶ崎市
寒川町

8:00～22:00
(年中無休)

050-3665-8125

患者がお住いの自治体のコールセンターにご連絡するようにご紹介をお願いします。

医療機関をお探しの患者には、神奈川県HPに外来対応医療機関一覧が掲載されていますので、

まずは「外来対応医療機関 神奈川県」で検索するようご案内ください。
【https://www.pref.kanagawa.jp/docs/ga4/covid19/ms/2021hatsunetsu.html】

ネットを利用できない方には、地域の自治体のコールセンターにご連絡するようにご紹介をお願いします。コールセンター
では、上記検索ページを用いて代わりに検索します。
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https://www.pref.kanagawa.jp/docs/ga4/covid19/ms/2021hatsunetsu.html】


【参考】多言語通訳サービス

医療機関にて、新型コロナウイルス感染症の疑い及び罹患した外国人患者の対応を行う
場合、神奈川県が契約する多言語通訳サービスをご利用いただけます。
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〇対応言語

英語、中国語、韓国語、スペイン語、ポルトガル語、タイ語、ロシア語、ベトナム語、インド
ネシア語、タガログ語、ネパール語、クメール語、シンハラ語、フランス語、ヒンディー語、
モンゴル語

※通訳サービスについての詳細は神奈川県医療危機対策本部室にお問合せください。


